
地域の文化と自然を活かした 
“観光”を考える 

平成29年９月７日（木） 13:30～17:00    
              （13:00開場） 

開催場所／中之島センタービル ２９階 関西経済連合会 会議室 
（大阪市北区中之島６－２－２７） 

講演１：13:35〜14:25 
 「自然資源の観光利用の経過と今後 
     ～国立公園などを例に～」 

   講師：水谷 知生 氏  
          （奈良県立大学 地域創造学部 教授） 

講演２：14:30〜15:20 
 「まつりと観光 
     ～祇園祭の後祭復興を中心に～」 

    講師：村上 忠喜 氏 

           （京都市歴史資料館 担当係長） 

先端ｼｰｽﾞ 
ﾌｫｰﾗﾑ 

☎：0774-98-2277 ✉： forumannai@kri.or.jp お問合せ：先端ｼｰｽﾞﾌｫｰﾗﾑ事務局 

主  催：（公財）関西文化学術研究都市推進機構 共催：（公社）関西経済連合会 

後  援：（国大）奈良女子大学 社会連携センター （公大）奈良県立大学 
      京都市歴史資料館 観光学術学会 

参加費無料 

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：16：00～16:50 
 
ﾃｰﾏ 
「新たな観光の姿を考える 

         『こんな観光 ｉｎ 関西』」 
 サブテーマ 

 ①関西「広域」の持つ観光資源を活かす展開 

 ②最新のテクノロジーの活用や海外での事例 

 

＜パネリスト＞ 

 水谷 知生氏 （奈良県立大学 地域創造学部 教授） 

 村上 忠喜氏 （京都市歴史資料館 担当係長） 

 藤本 弘道氏 （株式会社ATOUN 代表取締役社長） 

＜パネリスト兼ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ＞ 

 内田 忠賢氏 

 （奈良女子大学研究院 教授 観光学術学会評議員 他） 

 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ：15：30～16:00 
 ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：藤本 弘道氏 
  （株式会社ATOUN 代表取締役社長） 

   「”Old Meets New” で創造する 
    新たな観光資源」 

  
 ﾊﾟﾈﾘｽﾄ兼ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：内田 忠賢氏 

  （奈良女子大学研究院（人文科学系） 教授  

    観光学術学会評議員 他） 

   「ｲﾍﾞﾝﾄ・ﾚｼﾞｬｰ・ｻｲﾄｼｰｲﾝｸﾞの 
    地域文化論」 

☆ご参加自由[要予約] 
  会費制交流会：17:30〜19:00 
  於：同29階 （会費2,000円） 

質疑：16：50～17:00 
 
終了：17:00 



 
【会場アクセス】 
 大阪府大阪市北区中之島6-2-27 
 TEL: 06-6448-1616 
 
＜電車でお越しの場合 主な駅＞ 
＊京阪電車  
  中之島線「中之島駅」 ２番出口から徒歩４分 
＊大阪市営地下鉄 
  千日前線「阿波座駅」９番出口から徒歩８分 
   中央線「阿波座駅」３番出口から徒歩１０分 
＊JR  
  東西線「新福島駅」から徒歩１１分 
  
＜乗用車でお越しの場合＞ 
 駐車場はご用意していません。 
 会場付近の有料駐車場に駐車してください。 
 
※詳しい会場へのアクセスは、 
 ホームページをご参照ください。 
 

ご参加申し込み（8/31締切） 

① 参加費 ： 無料 

② 申し込み：ホームページ、または本票にお名前等ご記入のうえFAXでお申込み下さい。 

   https://www.kri.or.jp/contact/sentanseedsforum0907.html              QRｺｰﾄﾞ 

③ 「申込み受付」の電子メールを自動送信しますので、印刷のうえ、 

  当日にご持参ください。 （定員１００名 先着順） 

④ お問合せ：（公財）関西文化学術研究都市推進機構 新産業創出会員事業室（担当：樹下） 

   TEL ： 0774-98-2277   E-mail ： forumannai@kri.or.jp 

  ～ご案内が重複した場合はご容赦ください～ 

 

「先端シーズフォーラム（H29.9.7） 」参加申し込み FAX：0774-98-2202 

御所属組織名 ：              TEL ：                                                    

御部署/役職 ：              交流会 [会費2000円]（○印）： 参加 ・ 不参加                

お名前 ：               E-mail★：   

                                                （★電子メールアドレスは必ずご記入ください。）       

先端ｼｰｽﾞﾌｫｰﾗﾑ事務局 宛 

 大阪万博の誘致や東京五輪開催等、様々な催事に向けた準備が各地で進められています。一方、関西は歴史的

な文物が多く、他地域よりも観光（文化に触れる）資源に恵まれています。 

 今回“観光“を通じて文化への理解を深めることについて、有識者のお話を聞くとともに、現在の観光産業に不

足する点や、今後に望まれる点などを考えます。 

 奈良県立大学の水谷氏からは、訪日外国人旅行者の増加が謳われていますが、昭和初期に国立公園が設置され

た時の考え方と似ている部分もあります。その後、自然資源はどのように利用されてきたのか，その経過と今後

について考えます。 

 また、京都市歴史資料館の村上氏からは、京都の祇園祭は、3年前に49年ぶりに後祭が復興し、神幸祭に伴う

前祭と、還幸祭に伴う後祭という、中世以来の形式に戻りました。しかし、重要無形民俗文化財である山鉾行事

の変更は、当事者（保存会や行政など)には、集客力の維持が可能かどうか大きな賭けでもありました。文化財

の側面を持つまつりと観光をめぐる、様々な葛藤・対抗や融和について祇園祭を中心にご紹介をいただきます。 

 パネルディスカッションでは、人の能力を増幅・補完する機器の開発等を展開している㈱ATOUNの藤本社長

も参加し、パワーアシスト技術などのロボット技術を利用した新しい観光資源の可能性も聞きながら、奈良女子

大学教授であり観光学術学会の評議員でもある内田氏にコーディネートいただき、新たな観光の姿を考える機会

といたします。多数のお申し込みをお待ちしております。 

 （※フォーラム終了後、会費制の交流会を開催します。是非ご参加下さい。［要予約］） 

https://www.kri.or.jp/contact/sentanseedsforum0907.html
https://www.kri.or.jp/contact/sentanseedsforum0907.html

